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〈
解
説
〉

1１�　
「
慌
」
の
音
読
み
は
「
コ
ウ
」
で
、
恐
慌
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

２�　
「
朽
」
の
訓
読
み
は
「
く
（
ち
る
）
」
。
「
不
朽
」
と
は
「
い
つ
ま
で
も
価
値
が
失
わ
れ
ず
に
残
る

こ
と
」
。

３�　
「
嫌
」
の
訓
読
み
は
「
き
ら
（
う
）
」
「
い
や
」
。
「
嫌
悪
」
と
は
「
見
る
の
も
聞
く
の
も
い
や
だ

と
い
う
ほ
ど
、
き
ら
い
な
こ
と
」
。

５　
「
衰
」
の
音
読
み
は
「
ス
イ
」
で
、
衰
弱
・
衰
退
・
盛
衰
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

６　
「
唱
」
の
音
読
み
は
「
シ
ョ
ウ
」
で
、
合
唱
・
唱
和
・
提
唱
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

2ア　
「
～
の
よ
う
に
」
な
ど
を
使
っ
て
直
接
た
と
え
る
表
現
。
「
天
使
の
よ
う
な
少
女
」

イ　
「
～
の
よ
う
に
」
な
ど
を
使
わ
な
い
で
た
と
え
る
表
現
。
「
人
生
の
春
」

ウ　

動
植
物
や
事
物
な
ど
を
人
間
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
比
喩
。
「
木
の
葉
が
舞
い
踊
っ
て
」

エ�　

対
に
な
る
二
つ
の
句
を
並
べ
て
、
調
子
を
整
え
た
り
、
感
動
を
高
め
た
り
す
る
表
現
技
法
。
「
空
」

と
「
海
」
、
「
高
く
」
と
「
広
い
」
な
ど
の
関
係
。

オ　

同
じ
語
句
を
く
り
返
し
、
感
動
を
高
め
る
表
現
技
法
。
「
い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」

カ�　

こ
と
ば
の
順
序
を
逆
に
し
て
、
感
動
を
高
め
る
表
現
技
法
。
「
あ
の
虹
の
果
て
ま
で
、
と
も
に
走
り

続
け
よ
う
。
」
が
普
通
の
語
順
。

キ　

行
の
終
わ
り
を
体
言
（
名
詞
）
で
止
め
、
余
韻
を
残
す
表
現
技
法
。
「
…
富
士
山
。
」

3
　

�　

い
く
つ
か
の
単
語
で
で
き
て
い
る
句
が
全
体
と
し
て
特
別
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を

「
慣
用
句
」
と
い
う
。
慣
用
句
に
は
正
し
い
意
味
を
つ
か
ん
で
い
な
い
も
の
が
案
外
多
い
の
で
、
国
語

辞
典
な
ど
で
確
か
め
て
お
く
こ
と
。

国
語
国
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